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	改善すべきご指摘・ご意見
	VOICES
	　自由記述では、日頃の保育への温かいねぎらいや感謝のお言葉をたくさんいただき、職員一同「よし、明日も頑張るぞ！」と大きな力をいただきました。 　一方で、切実なご心配やご要望もたくさんいただきました。 　特に「職員数」について少しお話しさせていただきますと、実は当園、国の基準よりもかなり手厚く職員を配置しております。「それでも足りない！」と感じさせてしまっているのは、私たちの今の課題かもしれません。正直に申し上げまして、園の努力だけでは解決が難しい社会的な背景もあります。 　ですが、「できない」と下を向くつもりはありません。 たとえ少しずつでも、今ある環境の中でできる工夫は必ずあるはずです。いただいたご意見から逃げず、職員一人ひとりが皆様の声に耳を傾け、より良い園づくりに向けて真摯に向き合っていきたいと考えています。
	　少子化で周辺の子どもたちが減っているのは事実です。必然的に園の規模を縮小せざるを得ない局面が来る日も近いかもしれません。だからこそ私たちは、選んでくださったご家庭への感謝を胸に、これまで以上に 「保育の質」にこだわりたいと考えています。 　まずは、子どもたちの小さな声を聞くことから。 「すべては子どもたちの笑顔のために」、私たち大人も一緒にワクワクしながら成長していきましょう！



